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1.  平成22年11月期第2四半期の業績（平成21年12月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年11月期第2四半期 4,073 11.8 91 177.0 111 △16.7 40 △25.3

21年11月期第2四半期 3,643 ― 32 ― 133 ― 54 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年11月期第2四半期 9.11 ―

21年11月期第2四半期 12.29 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年11月期第2四半期 5,300 2,792 52.7 626.82
21年11月期 6,039 2,810 46.5 620.50

（参考） 自己資本   22年11月期第2四半期  2,792百万円 21年11月期  2,810百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年11月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
22年11月期 ― 5.00

22年11月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成22年11月期の業績予想（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,800 10.5 120 605.9 150 △3.8 50 4.2 11.12
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
［（注）詳細は、後頁【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］ 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、後頁【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］ 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年11月期第2四半期 5,289,900株 21年11月期  5,289,900株

② 期末自己株式数 22年11月期第2四半期  834,698株 21年11月期  761,300株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年11月期第2四半期 4,495,446株 21年11月期第2四半期 4,456,162株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については後
頁【定性的情報・財務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 
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 (1)業績の状況  

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的金融不安による景気後退の影響もあり、一部産業におい

て回復傾向にあるものの、依然として雇用環境の厳しさが続き、個人消費の低迷等、デフレ状況が継続するなど

本格的な景気回復には至らず、先行き不透明な状況にあります。 

建設コンサルタントおよび地質調査業界におきましても、主要市場である公共事業が、政権交代による政策転

換もあり大幅に削減され、社会資本整備が新設から維持管理などの保全業務へと大きく変化しようとしていま

す。 

民間分野においては設備投資の抑制傾向が見られ、依然として厳しい状況にあるものの、環境・エネルギー関

連が政府の新成長戦略に盛り込まれ、新ビジネスチャンスとして拡がっています。 

こうした状況の中、当第２四半期会計期間の経営成績につきましては、今期策定した中期経営方針に基づき、

受注の確保拡大とコスト縮減に全社員で取り組み、売上高は33億27百万円（前年同四半期会計期間比16.6％

増）、営業利益４億13百万円（前年同四半期会計期間は営業利益３億70百万円）、経常利益４億24百万円（前年

同四半期会計期間は経常利益４億54百万円）、四半期純利益２億40百万円（前年同四半期会計期間は四半期純利

益２億55百万円）となりました。 

また、当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は40億73百万円（前年同四半期累計期間比11.8％

増）、営業利益は91百万円（前年同四半期累計期間は営業利益32百万円）、経常利益１億11百万円（前年同四半

期累計期間は経常利益１億33百万円）、四半期純利益40百万円（前年同四半期累計期間は四半期純利益54百万

円）となりました。  

  

   (2)第２四半期会計期間の季節的変動 

当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売上

高・利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。 

  

  

資産、負債及び純資産の状況 

(資産)  

資産合計は、前事業年度末に比べ７億39百万円減少し、53億円となりました。その主な増減内訳は、完成調査

未収入金の減少３億90百万円、未成調査支出金の減少３億45百万円等であります。 

(負債) 

負債合計は、前事業年度末に比べ７億22百万円減少し、25億７百万円となりました。その主な増減内訳は、短

期借入金の減少７億50百万円等があったことによるものであります。 

(純資産) 

純資産合計は、前事業年度末に比べ17百万円減少し、27億92百万円となりました。その主な増減内訳は、利益

剰余金の増加18百万円に対し、自己株式が△40百万円となったこと等によるものであります。 

  

  

本資料に記載されている業績予想につきましては、平成22年１月19日付発表「平成21年11月期決算短信(非連

結)」の記載から変更はありません。なお、業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作

成したものであり、実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報
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１．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められたため、前事業年度末の貸倒実

績率等の合理的な基準を使用する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況

に著しい変化が認められた場合に、前事業年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

①税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

  

売上高及び売上原価の計上基準の変更 

調査業務に係る収益の計上基準については、従来、受注金額が３億円以上については工事進行基準を、その

他の調査業務については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基

準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 

平成19年12月27日）を第１四半期会計期間より適用し、第１四半期会計期間に着手した工事契約から、当第２

四半期会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進

捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

これにより、当第２四半期累計期間の売上高は14,866千円増加し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純

利益は、それぞれ4,463千円増加しております。 

  

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 236,724 328,967

受取手形 56,993 43,111

完成調査未収入金 1,075,447 1,465,713

未成調査支出金 600,314 945,718

材料貯蔵品 2,012 1,967

繰延税金資産 28,174 28,174

その他 57,137 85,114

貸倒引当金 △4,895 △6,554

流動資産合計 2,051,908 2,892,213

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 618,489 630,885

機械及び装置（純額） 104,554 78,736

土地 1,472,382 1,472,382

その他（純額） 118,566 38,550

有形固定資産合計 2,313,992 2,220,555

無形固定資産 79,459 70,274

投資その他の資産   

投資有価証券 330,263 327,152

繰延税金資産 162,010 163,966

その他 387,597 417,524

貸倒引当金 △25,192 △51,966

投資その他の資産合計 854,678 856,676

固定資産合計 3,248,130 3,147,506

資産合計 5,300,039 6,039,719

負債の部   

流動負債   

調査未払金 189,519 390,322

短期借入金 750,000 1,500,000

1年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

未払法人税等 80,758 56,151

賞与引当金 104,855 －

未成調査受入金 228,774 201,369

その他 194,836 136,165

流動負債合計 1,648,744 2,384,009

固定負債   

長期借入金 250,000 300,000

退職給付引当金 415,250 420,214
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年11月30日) 

その他 193,423 125,490

固定負債合計 858,674 845,705

負債合計 2,507,419 3,229,714

純資産の部   

株主資本   

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 1,650,583 1,632,289

自己株式 △501,718 △461,364

株主資本合計 2,795,175 2,817,235

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2,554 △7,230

評価・換算差額等合計 △2,554 △7,230

純資産合計 2,792,620 2,810,004

負債純資産合計 5,300,039 6,039,719
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年12月１日 

 至 平成21年５月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年12月１日 

 至 平成22年５月31日) 

売上高 3,643,744 4,073,459

売上原価 2,654,155 3,031,067

売上総利益 989,588 1,042,392

販売費及び一般管理費 956,621 951,086

営業利益 32,966 91,305

営業外収益   

受取利息 376 635

受取配当金 1,522 1,335

受取手数料 16,095 9,508

固定資産賃貸料 47,328 37,973

受取保険金 60,071 －

その他 4,784 2,039

営業外収益合計 130,179 51,491

営業外費用   

支払利息 14,309 14,359

退職給付費用 14,794 15,064

その他 235 1,914

営業外費用合計 29,339 31,339

経常利益 133,806 111,457

特別利益   

貸倒引当金戻入額 3,719 1,399

特別利益合計 3,719 1,399

特別損失   

投資有価証券評価損 3,460 3,520

特別損失合計 3,460 3,520

税引前四半期純利益 134,065 109,337

法人税等 79,300 68,400

四半期純利益 54,765 40,937
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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該当事項はありません。  

  

  

６．その他の情報
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